
日 時：平成19年11月26日(月)
１３:００～１６:２０

会 場：ＪＪＫ会館 多目的ホールＡ・Ｂ

参加費：無料

プ ロ グ ラ ム

◇会場案内

東京都中央区築地４-１-１４
全国情報サービス産業厚生年金基金

ＪＪＫ会館 ２階 多目的ホールＡ・Ｂ
◎東京メトロ 日比谷線 「東銀座」 ６番出口より徒歩３分
◎都営地下鉄 浅草線 「東銀座」 ６番出口より徒歩３分
◎都営地下鉄 大江戸線 「築地市場」 Ａ３出口より徒歩５分
※ 会場への直接のお問い合わせはご遠慮くださいますようお願いいたします

◇主催
株式会社日本総合研究所
財団法人日本環境財団（共催）

◇お問合せ・お申し込み先
財団法人日本環境財団
〒１０７-００６１

東京都港区北青山３-５-３０ 入来ビル６階
ＴＥＬ ０３-５４１３-４７３０／ＦＡＸ ０３-５４１３-４７２７
e-mail info-jef@jef.jp／ＵＲＬ http://www.jef.jp

復活made in Japan 『割り箸からの挑戦』
～迫り来る「割り箸消滅の危機」を前に、今一度「割り箸の存在意義」を考える～

◇事前質問の受付
割り箸の国産化に関する質問がございましたら、11月12日(月)までに

下記(財団法人日本環境財団）宛へハガキ、FAX、またはe-mailにて

ご連絡ください。
ご質問の多かった内容については、パネルディスカッションにて回答

させていただく予定でございます。

◇参加申込方法
参加希望の方は、住所、氏名、年齢、職業、電話番号、FAX番号、

e-mailアドレスを明記の上、下記（財団法人日本環境財団）宛にハガ
キ、FAX、またはe-mailにて

お申し込み下さい。
受付完了後、入場引換券をe-mail（アドレスをお持ちでない方には

FAXまたはハガキ）にてお送りいたしますので、シンポジウム開催当日、

受付までお持ちください。

締め切りは１１月１９日(月)です。
※ 今回のお申込に際しご連絡いただいた個人情報は、財団法人日本環境財団から入場

引換券を発送する目的のみで使用いたします。
その個人情報をお申込者様の同意を得ずに第三者に開示・提供することはございません。

※ なお、会場の都合により、定員数を超えるお申し込みについて、お断りさせていただく場合も
ございます。予めご了承ください

◇協力
特定非営利活動法人ＪＵＯＮ（樹恩） ＮＥＴＷＯＲＫ

13:00 開会挨拶

13:05 第１部
講演（13:05～14:20）

13:05～13:20 基調講演
大島 裕司
株式会社日本総合研究所 研究員

13:20～13:50 特別講演１
大槻 幸一郎
技術士(林業部門)・
前千葉県副知事・
特定非営利活動法人空とぶ森 理事長

13:50～14:20 特別講演２
田中 淳夫
森林ジャーナリスト

14:20～14:30 休憩（10分）

14:30 第２部
パネルディスカッション（14:30～16:20）

14:30～15:00
割り箸の存在意義、マイ箸運動の意義等、

割り箸を取り巻く歴史、情勢

15:00～16:00
割り箸の国産化の復活とそこからもたらされる

可能性や実現に向けてのモデル・課題等

16:00～16:20

質疑応答

パネリスト

江尻 京子
ごみ問題ジャーナリスト・
多摩ニュータウン環境組合リサイクルセンター長

大槻 幸一郎
技術士(林業部門)・
前千葉県副知事・
特定非営利活動法人空とぶ森 理事長

佐藤 敬一
東京農工大学農学部准教授・
特定非営利活動法人ＪＵＯＮ ＮＥＴＷＯＲＫ
割り箸担当理事

田中 淳夫
森林ジャーナリスト

吉田 賢一（コーディネーター）
株式会社日本総合研究所 主任研究員

16:20 閉会挨拶

※ プログラム内容に若干の変更が出る場合がございます


